
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

名 

建築物階数：上が「地

下」、下が「地上」です

申請者(施主)：建築確認

申請と同じです

代理人：緑化計画の内

容がわかり、完了届の

提出までをご担当でき

る方をお願いします

申請者が法人で、担当

者を設ける場合は、電

話番号欄に担当者名等

を記入します

相談番号：緑化計画の

窓口での事前協議時に

付番します。相談番号

の記入がないと申請書

を収受できない場合が

あります

建築面積・敷地面積：

確認申請と同じです。

(今回申請分)は、一団地

申請時等に用いるもの

で、通常は(全体)と同じ

値を記入します

建蔽率：用途地域ごと

の面積と、その用途区

分の法定建蔽率(緩和

後)を記入します 

緑化完了予定日：緑化

の工事が完了する予定

日を、「日」まで記入し

ます

(20２１年４月 1 日版) ※記入例ですので、実際の数値等を記入してください

担当者：代理人と窓口

での相談者が異なる場

合に記入してください 

緑化計画書様式記入例 

提出日：確認申請等の提出日の 7～10 日

前までに提出するよう注意してください

令和３ 

一部の書類を除

き押印は省略さ

れました

令和４ 

宛て



 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

1 0. 0 0 ㎡

3 1 8 . 9 8

保全接道部緑化延長：既存樹

木等による接道部緑化の計

画延長を記入します

新規植栽接道部

緑化延長：新規

植栽による接道

部緑化の計画延

長の欄です

敷地の緑化：

敷地の緑化の

数値を記入し

ます

建 築 物 の 緑

化：建築物の

緑化の数値を

記入します

建築物→敷地への振替緑化面積：

振替緑化面積＝建築物の基準面積

‐建築物の緑化面積( ③ ) 

中高木の本数の基

準を記入します

計画緑化面積の算定

〔実質〕実際の保全面積(地被・低木等も含む) 

〔算定〕実際の保全面積(地被・低木等も含む)＋

保全する樹高 1.5m 以上の樹木の樹冠投影

面積×0.5

計画中高木の本数の算定

〔実質〕実際の保全本数(高さ 1.5m 以上の樹木の本数)

〔算定〕(保全する樹高 1.5m 以上の樹木の樹冠投影面積 
×1.5)÷４(１未満の端数切り上げ) 

※〔算定〕より〔実質〕が多い場合は、実質本数で可。 

13 

24.32 m 

28.90 m 

23.27 m 

52.17 m 52.17 m

6.98 m

(★)

(★)

(★) (★)

(★)

(★)のある控除や算定式の記入欄については、適用が可能かどうか窓口での事前の協議が必要です

３７．７５㎡

０㎡

(★)

(★)

基準面積：控除があっ

た場合は、適用後の基

準値を記入します

敷地→建築物への振替緑化面

積：振り替える基準面積を次式に

より算出(最少面積の振り替え) 
振替緑化面積＝敷地の基準面積

‐敷地の緑化面積(①＋②) 

用途と延長：接道している部分

の用途区分ごとに延長と基準

を記入します

屋上緑化可能面積：次式で算出します

建築面積－屋上緑化が困難な管理機器

等の実投影面積

49.30 

109.88 

60.58 

41.78 



 

 
 
 

敷地の緑化：敷地の現況緑地

の数値を記入します

通知の郵送先：原則施

主あての通知です。施

主が法人の代表取締

役等の場合、施主の担

当者の部署・あて名を

お書きください。

施主が海外にいる等、

通知を受けとれない

事情がある場合のみ、

代理人の通知先を記

入します

(ご不明な点はお問い合わせください) 

みどり土木政策課みどりの係 ☎ 03－5722－9359 

6.67 ㎡

6.67 ㎡

この欄は記入不要です

保全協議を行った場

合は文書の日付と番

号を記入します

建築物の緑化：

建築物上の現況

緑地の数値を記

入します

保全協議が必要にな

る場合記入します。欄

に収まらない場合は、

｢樹種｣欄の一番上に、

｢別紙のとおり｣と記

入し、別表にして添付

してください

令和２ 




